地域密着型サービス運営推進会議記録（第3回）


	施設名
	グループホーム高砂

	施設種類
	認知症対応型共同生活介護

	開催日時
	令和７年9月16日

	会場
	1階　元気　リハビリ室　　10時30分～11時30分

	参加者
	利用者代表
	0人

	
	利用者家族代表
	0人

	
	地域住民代表
	1人

	
	有識者
	0人

	
	高齢者お世話センター
	1人

	
	市職員
	１人

	
	事業者
	１人



	報告事項
	１、施設状況について
男性２名、女性16名　計18名、平均介護度2.７　　
８月６日　　要介護４の女性が退所される。
８月13日～要介護３の女性が入所される。
８月25日　要介護３の男性　体調急変し救急搬送するが、病院で亡くなる。
９月12日　要介護３の女性が入所される。
入所の問い合わせもあり、見学希望の方には見学もしてもらっている。
２、入所者状況について
連日、猛暑であり、入所者様には水分補給や空調の調整、適宜な休息など
十分な配慮をさせていただいている。
また、体調に変化がないか、様子観察の強化を図っている。
今のところ、感染症に罹患された入所者はいない。
３、行事報告について
　７月16日　　　　お誕生会　手作りおやつ（アイスパフェ作り）
　６月１日　　　　　お誕生会　手作りおやつ（スイカのアイス作り）
　９月４日　　　　　職員のマジックショー＆たこ焼き作り
４、職員研修報告
　７月の勉強会　「緊急時の対応」
　７月17日　　消防訓練　キッチンから火災発生→ベランダへ避難
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　８月の勉強会　「安全な入浴方法」
　　　　　　　　　身体拘束等勉強会
　８月７日　研修　避難所開設運営訓練の打ち合わせ
　　　　　　　　　　→ＢＣＰ災害研修・訓練
５、事例報告
　　　易怒性のある入所者様について　　７０代男性　　要介護１
　令和６年１月に入居　　　フリーハンド歩行　　　紙パンツ使用
　施設の入所者の中で一番若く、何でもできると思っている。
　ずっと一人暮らしであり、気ままに暮らしていたようである。
　気分にムラがあり、職員の声掛けが気に入らないと「誰にもの言よんな、
　何様な！」「責任者呼べ！」「年いくつな？、土下座せえ、謝れ！」等
　あれこれ言いがかりをつけられる。女性や自身より年下であると見下すとこ
　ろもある。男性職員に対して、そのような気配なく人を見ているようである。
　他の入所者に対しても、からんでいく迷惑行為があり、職員が間に入って
　る。暴力行為を起こすと、退去しないといけないことも理解されている。
　施設に入所され、自宅で暮らしているよりもストレスも溜まっているよう
　である。集団で行うラジオ体操やホール歩行には、声かけしても参加はされ
　ず、居室の模様替えをしたりゴソゴソされている。元々、ボランティアを
　されていたこともあり、氏ができる用事をお願いしている。不機嫌な時は
　言葉遣いや表情に怒り出すこともあり、対応に苦慮している。
　当施設に入所前から、気分を落ち着かせる薬（抑肝散・クエチアピン）服用
　されている。

地域住民代表者様・高齢者お世話センター様より、あまり聞いたことのない
事例であると言われる。認知症状もあり、氏ができる用事を継続していくこ
ととなる。
第２回時の不潔行為のある80代女性に関して
　改めて便秘薬の調整を行い、排便コントロールがまずまず上手くいっており
　不潔行為はゼロではないが、少なくなっている。季節や体調によって再度
　便秘薬の調整が必要になるとは思われるが、都度都度、対応していくことと
　なる。
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